
３． より多くの市民の意見を提言に取り入れるための活動 

 

(1) 「市民と市民会議との意見交流会」（2008年３月開催） 

① 開催概要 
より多くの市民のご意見を、市民会議の活動・提案に反映していくため、これまでの検討成果

をとりまとめて発表するとともに、市民からご意見を伺う機会として、市内４ヶ所において「市

民と市民会議との意見交流会」を開催しました。 

意見交流会４回では、延べ 127 人（市民 34 人、市民会議 93 人）の参加がありました。様々な

性別、年代の市民や障害当事者の参加がありました。また、議員、市職員の参加もありました。 

 

意見交流会の次第 
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意見交流会の案内チラシ 
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② 意見交流会の概要 

a）北部地域 
川端さんの司

2人、市民会議

意見交流会で

いなど、市街地

ある」、「山から

があるので名所

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 ▲箕面のあした   

b）東部地域 
吉田さんの司

が開催されまし
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ボランティア

要訳筆記の体制

が１人参加され

しましたが、利

意見交流会で

加したい」、「パ

活用されている

に入れるのでな

て活発なご意見

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （３月 22 日（土）10:00～12:00 止々呂美中学校）

会により、北部地域での意見交流会が開催されました。参加者は 24 人（市民

22 人）でした。 

は、「止々呂美地域の農村環境を守りたい」、「バスの便が悪く、コンビニもな

とは生活環境に格差がある」、「地域別でのまちづくりの方向性を示す必要性が

動物が出てくるようになり農作物が被害を受けている」、「桜のきれいな場所

としてＰＲしていきたい」など、活発なご意見がありました。 

              ▲「‘元気’みのお…人がげんき、街がげんき、山がげんき…」 

分科会 

会により、東部地域での意見交流会

た。参加者は 33 人（市民 11 人、市

した。 

グループの協力により、手話通訳と

を確保したこともあり、聴覚障害者

ました。一時保育についても企画を

用申し込みはありませんでした。 

は、「退職したのでまちづくりに参

ブリックコメントでの提出意見が

のか疑問を感じる」、「自助・共助が大事との考えに共感する」、「障害者を別枠

く、健常者の枠の中に連れていく努力をして欲しい」など、障害当事者を交え

がありました。また、２人から市民会議への参加申し込みがありました。 

（３月 22 日（土）14:00～16:00 東生涯学習センター） 

 
     ▲「人と人がかかわり、人が育つ」分科会      ▲参加者との意見交流     
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c）西部地域 
前川さんの司会により、西部地域での意見交流会が開催されました。参加者は 26 人（市民

６人、市民会議 20 人）でした。 

意見交流会では、「市街地の農空間をどのように保全していくか多面的な検討が必要であ

る」、「農空間の保全では山麓保全での取組がヒントになるのでは」、「子どもたちが安心して遊

べる施設が不足している」、「地に足のついたコミュニティ活動が重要である」、「地元のお医

者さんにかからないため市立病院がいつも混雑している」、「まちづくり理念条例や市民参加

条例などの立派な条例が市民に知られていない。自治基本条例の制定では、時間をかけてでも

市民的議論を経て練り上げていくことが必要である」など、活発な意見交流が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲「命の森を豊かにする。安心して暮らせるまち    ▲「市民主体のまちづくり」分科会 

づくり」分科会        

 

（３月 22 日（土）18:30～20:30 西南図書館） 

d）中部地域 
田中さんの司会により、中部地域での意見交流会

が開催されました。参加者は 44 人（市民 15 人、市

民会議 29 人）でした。 

意見交流会では、「保護者でなくても学校教育に

かかわれる機会があるとよい」、「西暦と元号を併記

していただきたい」、「全国 No.１との表現があった

がオンリー１でもよいのでは」、「足を悪くされた

かたでも箕面の滝のしぶきを浴びられるところま

で移動できる手段があるとよい」、「健康は大事に

したいが、障害をもったり、健康を守れない事態に

遭遇した時にもいきいきと暮らせるまちづくりと

いう視点も大事である」、「障害当事者や外国籍のか

た、一人親の家庭など様々な立場の当時者（マイノ

リティ）の意見も聞いていただきたい」、「公＝行政

という考え方を否定するところから「新しい自治」

が生まれてくるのではないか」、「環境の持続性だ

けでなく、経済の持続性、社会の持続性も含めた考

え方が計画を貫くビジョンとして示されれば計画

全体が魅力的になる」などのご意見がありました。 

 

（３月 23 日（日）14:00～16:00 中央生涯学習センター） 

▲箕面のあした  

▲「人が育てる環境」分科会  

 40



最後に、市民会議のアドバイザーの阿部昌樹さ

んから、「市民から市民会議に意見を届けるとい

うことが活発化するともっといい提言になってい

く」、「従来の総合計画を超えて、豊かでふくらみ

のある総合計画を作ろうとしていることは高く評

価できる」、「市民会議が起爆剤、きっかけとなっ

て、市民、議会、行政などが協働して、いい地域

をつくっていくことができればと思う」、「共助と

して市民が助け合うことにお金が介在してもよ

い。ビジネスとして共助が成立しているのが一番

いいことである」、「自治基本条例、議会基本条例な

うことが重要である」などの助言を頂きました。 

 

 

③ 意見提出シート 
意見交流会の場で発言されなかったかたに意見表明

意し、ご記入いただきました。同シートについては、９

全体にかかわるご意見のほか、各分科会にかかわるご

 

  ［頂いたご意見（一部）］ 

・どの分科会の発表もとても熱意が感じられました。

ぜひ現実の状況を把握していただけたらと思いま

・山という大きな特別な財産を活かした箕面ならで

にほこれるオリジナルな何かがあるとうれしいで

・今後の市民会議に期待します。少し話しましたが

体に浸透するような、何かができるとよいと。難し

いでなく、社会の一員として同じように安心して
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▲「箕面市の経営改革―ビジョンと戦略」分科会
どのルールを使って何をしていくかとい

していただくために、意見提出シートを用

人から提出がありました。下記のような

意見がありました。 

理念が先行している気もしたので、

す。 

はの提言が生まれ、市民として他市

す。 

、無関心なかたもふくめて、市民全

いですが、障害者としては特別扱

暮らせるまちづくりを望みます。 



(2) 「市民と市民会議との意見交流会」（2008年９月開催） 

① 開催概要 
より多くの市民のご意見を、提言書に反映していくため、これまでの検討成果をとりまとめて

発表するとともに、市民からご意見を伺う機会として、「市民と市民会議との意見交流会」を開

催しました。 

意見交流会には、41 人（市民 25 人、市民会議 16 人）の参加がありました。様々な性別、年

代の市民や障害当事者の参加がありました。また、議員、市職員の参加もありました。 

 

意見交流会の次第 

 

 

 

 

 42



 

意見交流会の案内チラシ 
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② 意見交流会の概要 
 

植山さんと吉田さんの

（市民 25 人、市民会議

意見交流会では、「子

できる場の充実を」、「障

組に違いがある。いい取

メージがあるが弊害もあ

らない。市民の力のレベ

トサイクルを回していく

なご意見がありました。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ▲箕面の魅力アップから
 

③ 意見提出シート 
意見交流会の場で発言さ

し、ご記入いただきました

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9月 6日（土）14:00～16:30 グリーンホール）
司会により、市民との意見交流会が開催されました。参加者は 41 人

16 人）でした。 

どもたちのために大人が叱ることが大事」、「若者がまちづくりに参加

害者が外出しやすいまちづくりを」、「学校によってあいさつなどの取

組は全学校で実施してはどうか」、「“市民参加”という言葉は良いイ

る。自治基本条例さえ作れば全ての問題が解決するということにはな

ルアップが必要」、「計画を実行していくこと、ＰＤＣＡのマネジメン

ことが大事」、「分野横断的に取り組んでいくことが重要」など、活発

 

始まる好循環の説明     ▲参加者との意見交流 

 

れなかった方に意見表明していただくために、意見提出シートを用意

。同シートについては、1人から提出がありました。 
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(3) パブリックコメント 
より多くの市民のご意見を提言書に反映していくため、「提言書（案）」や「提言シート集

（案）」を、主要公共施設や市のホームページで公表し、市民に意見を求めました。 

その結果、21 人から意見の提出がありました。市民会議では、寄せられたご意見の一つ一

つを検討し、そのご意見に対する考え方や、提言書・提言シート集への反映状況などをとり

まとめ、公表しました。 

 

パブリックコメント実施要項 
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